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通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

本日、公表いたしました「特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ」及びその他の影響により、平成

28 年７月 11 日に公表した連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせい

たします。 

 

記 

 

１.平成 29年１月期連結業績予想と実績との差異（平成 28 年２月１日～平成 29年 1月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円  

8,501   

百万円  

248   

百万円  

230   

百万円  

156   

円 銭  

21.98  

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 8,147   △179   △215   △416   △58.70  

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △353   △427   △445   △572   －  

増 減 率 （ ％ ） △4.16  －  －  －  －  

（ご参考）前期実績 

（平 28年１月期） 
8,079  79  58  △76  △10.94  

 

２．差異の理由について 

売上高につきましては、継続した異業種の参入による競争の激化を背景にして、既存ブランド「ｕｎｉｃｏ」

においては、販売員の販売力の低下とそれによる集客力の伸び悩みが生じていることなどが主な理由でありま

す。また、当期下期に立ち上げた新ブランド「ｕｎｉｃｏ ｌｏｏｍ」においては、販売ノウハウの蓄積まで

に想定よりも時間を要していることや、販売員の確保に難航しているために収益貢献が遅れていることなどが

主な理由であります。 

営業利益、経常利益につきましては、上記の要因に加え、当初の予想を上回るポイント引当金、株主優待引

当金の繰入額の増加によるものであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、収益性が低下した店舗に係る減損損失の計上、海外子会

社の火災による損失によるものであります。 

以上の要因により、売上高は予想値 8,501 百万円から実績値 8,147 百万円、営業利益は 248 百万円か

ら△179 百万円、経常利益は 230 百万円から△215 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は 156百万円

から△416百万円となりました。 

 



（注）同日付で、平成 29 年 1 月期決算短信を公表しておりますので、業績の詳細につきましてはそ

ちらをご覧ください。 

以上 


